
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム ＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 2018年2月27日

事業所名 グループホームたんぽぽ

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2018年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

法人名 有限会社　坂本企画

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1472601622

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成30年2月27日

事　業　所　名

（ 252-0232

名

名

名

6 名

1 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

Ⅴ アウトカム項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成29年1月6日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、有限会社坂本企画の経営です。同法人は相模原市内を中心に「総合福祉の
たんぽぽネットワーク」として「人とのふれあい」「手厚い介護」「安心感」をテーマに掲
げ、サービス付き高齢者向け住宅、住宅型有料老人ホーム、小規模・多機能サービス、認知
症ディサービス、訪問介護、居宅介護支援、グループホームなどの高齢者福祉事業を展開し
ています。ここ「グループホームたんぽぽ」は一般的な住宅を改築した建物で、1階に居間
兼リビングと居室が1部屋、2階に居室が5部屋の定員6名の小規模のグループホームです。場
所はJR横浜線「矢部駅」から徒歩5分の住宅地の中にあります。
●建物の構造上、居室に行く為に階段を上り下りしなくてはならないことから、自立度の高
い利用者が多く、食後の片付け、掃除や洗濯等の家事全般は利用者にやっていただくことで
利用者の残存能力の維持に繋げています。ケアについては、年々利用者のADLが低下してき
ことで外出する機会が減ってきた分、カラオケ、ぬり絵、編み物、習字等を含め、手先や身
体を動かすレクリエーションを充実させることで、脳の活性化や生活の質(QOL）を高めるケ
アに注力して取り組んでいます。また、小人数であることから、利用者1人ひとりと関わる
時間を多く持つことができ、職員と利用者は勿論のこと、自然と利用者同士の会話も生ま
れ、家庭らしい雰囲気の中で支援が行なわれています。
●地域との関係については、昨年に引き続き社協主催のサロンに声をかけていただいている
ので、利用者の体調等を考慮しながら参加しています。毎年恒例となっている地域の夏祭り
では、事業所の前が、御輿や子供神輿のコースになっており、間近で神輿の迫力を楽しませ
ていただいています。また、初めての試みとして、包括職員、自治会と共同で去年の8月に
町内会館で認知症サポーター養成講座を開催する等、認知症の普及活動にも注力して取り組
んでいます。

介護保険施行当時のグループホームのあり方である住宅に近い形で地域に馴染み、ま
た小規模でのケアを継続して行っている住宅改修型のグループホームである。1ユ
ニット6名であり、家庭らしさを感じることができる。 評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

サービス種別

定　 員　 等

登録定員

36 ～ 55

56 ～ 68

）

通い定員

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

平成　29　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成26年9月1日指 定 年 月 日

有限会社　坂本企画

1472601622
平成14年9月1日

平成30年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

所　　在　　地

グループホームたんぽぽ

神奈川県相模原市中央区矢部3-14-16

評 価 結 果
市町村受理日

　☑　認知症対応型共同生活介護

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　たんぽぽ 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

民生委員、自治会長等の関係者が多忙の中で、当施
設の会議に参加してもらい、サービス状況を報告し
ている。その中ででた意見について職員で検討し実
施できるものについては、実施している。

偶数月の第3水曜日を開催日として、自治会長、包括
センター職員、民生委員、老人会の方の参加を得て
年6回開催しています。レジュメを配布して、事業所
の現状や活動報告を行い、地域の情報や抱えている
問題についても話し合いながら意見交換を行ってい
ます。

今後の継続

介護保険法の改定等のルールが変わることで発生す
る手続きやケアの仕方について、行政と密に連絡を
とって行っている。また、指定を受けてサービスを
提供しているという立場なので、法令順守を基本と
し最大限サービスをしている。

生活保護受給者の受け入れを行っている関係で市の
担当者が年１回は面会に来ていますが、それ以外で
も必要に応じて連絡を取り合っています。行政や社
協からも研修案内等をいただいていますが、人員的
な問題もあり、参加が難しい状況です。相模原市の
グループホーム連絡会にも加入しており、情報収集
に努めています。

今後の継続

八月には自治会のお祭りがあり、子供たちによる御
神輿等のイベントに参加しやすい立地状況であるた
め、積極的に交流を図っている。また、毎月自治会
老人会の集いにも数名参加している。

自治会に加入しており、回覧板を通して地域行事の
情報をいただき参加しています。毎年8月に行なわれ
るお祭りでは、事業所の前が御輿や子供神輿のコー
スになっているので、間近で神輿の迫力を楽しませ
ていただいています。また、8月には包括職員、自治
会と共同で町内会館にて認知症サポーター養成講座
を開催する等、認知症の普及活動にも注力して取り
組んでいます。

今後の継続

認知症に対する地域の相談窓口となれるよう、意識
している。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域に馴染み、地域住民との共生していくことが地
域密着型の狙いであると考え、日頃より、運営推進
会議や自治体の行事等にできる限り参加し、また近
隣の方との交流も積極的にしている

開設当初に作成された理念を継続して玄関に掲げて
います。事業所では理念の「①お一人お一人の家庭
のようでありたいと思います②安心と尊厳のある生
活を送れるように努めます③お一人お一人が可能な
限り自立した生活が送れるようにスタッフ一同で支
援します」を心がけ、食後の片付け、掃除や洗濯等
の家事全般は利用者にやっていただくことで利用者
の残存能力の維持に繋げ、職員は利用者が出来ない
事を手伝うことで理念に沿ったケアを実践していま
す。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

本人の権利を尊重し、また禁止対象となる行為を正
しく理解することによって本人の権利を守ってい
る。

身体拘束に関するマニュアルを整備し、事務所内で
回覧出来るようにしています。申し送りや職員会議
時、スタッフノートにも日頃のケアの中での気づき
を記載し職員に周知しています。不適切な対応や言
葉遣いが聞かれた場合には職員同士で注意し合って
います。

今後の継続

行政の後見人事業など、ご利用者の必要におうじて
手配できるようしている

改定に伴う再契約等は行政に相談し対応している。

最近は、身内がいないご利用者様や、なにかしらの
理由によって家族と連絡しない方が多くなってきた
ものの、ご家族が直接施設等に連絡してくれた場合
や施設にいらっしゃった際にご要望された場合はた
だちに反映します。また、運営推進会議にもご家
族、ご利用者様に参加して頂き、要望意見を反映さ
せている

身寄りのない利用者や、家族と連絡の取れない利用
者が増えてきていますが、毎月の請求書に利用者の
近況報告を同封して、意見や要望を伺うようにして
います。利用者の意見や要望については、直接意見
や要望を言われる方が多いので、可能な範囲で叶え
るように努めています。

今後の継続

管理者やケアマネが市が開催する研修に参加し、施
設の他職員に持ち帰り内部研修することにより全体
として理解を深めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

基本的には、入居前に複数回の面談、施設見学、ご
家族へのヒアリング等によりご本人が感じる事、好
きな事など把握したうえで入居するといった手順で
進めている。

地域で職員同士の交流が開催されており、そこで情
報交換をしている

資格・役職等で手当等が整備されている。

持ち帰った知識を他職員へ提供することで外部研修
への参加が許可されるため、知識を共有することが
できている

日々の申し送りの他、毎月の職員会議で職員から意
見等を聞き、実施可能な場合は反映・検討してい
る。

職員からの意見や提案は、申し送り時や業務ノート
を通して聴収しています。職員から挙がった意見や
提案は職員会議の議題に挙げて話し合い検討した後
に業務や運営に反映させています。今後は法人系列
の事業所による合同会議を継続して開催する予定と
しており、必要な情報は共有し合って業務改善に繋
げていきたいと考えています。

今後の継続
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

認知症ケアの観点から必要に応じて馴染みの人等と
関係が途切れないように支援し、劣悪な環境下だっ
た場合は、なるべく接点を持たないよう、逆の支援
も行っている。

馴染みの関係性を保てるよう、電話や手紙や面会な
どの支援を行っています。入居前の環境を考慮した
上で、関係を断った方が良いと思われるケースで
は、そのような支援をしています。後見人の方で毎
月面会に来られている方もいるので、面会に来られ
た際には快く出迎えるなど、訪ねて来やすい雰囲気
作りを心がけています。

今後の継続

引っ張る介護ではなく、場合に応じて背中を押すよ
うな介護も行っている。

家族の要望や入居者様の状況により第三者としての
意見を申し上げたりなどして関係を保ちながら実践
している。

基本的には、入居前に複数回の面談、施設見学、ご
家族へのヒアリング等によりご本人が感じる事、好
きな事など把握したうえで入居するといった手順で
進めている。

アセスメントを作成した段階で、一番に優先すべき
ことを見極めています。延長線上にある課題やニー
ズに関しても、窓口を広げ迅速に対応出来る様にし
ています。
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

限られた職員の中で効率よく支援を行うためには、1
日の過ごし方の把握は必須であり、記録等とりなが
ら支援方法を検討している

日々の関わりの中で、声掛けをし言葉や表情からも
思いを引き出せるように心がけている。家族からも
情報を得るようにしている。

入居時の面談時にこれまでの生活歴や生活習慣の把
握に努め、事業所での暮らし方の希望もお聞きして
います。入居時に得られた情報を基に、日々の関わ
りの中で今の思いや意向を引き出せるように表情等
を注意深く観察しています。会話の中で本人から聞
かれた言葉はスタッフノートに記載し、担当者会議
でアセスメントシートの更新と併せてケアプランに
反映させています。

今後の継続

ご入居時の面談や、ご入居前のサービス利用状況な
どの把握に努め、入居の経緯、生活暦、生活習慣な
どの把握に努め環境や暮らしている場所が変わって
も、快適に過ごしていただけるように支援していま
す。

特に身寄りがいない方については、契約終了後も関
係を保ち、その後の支援も継続して行う場合があ
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

共同生活においては、入居者様同士の関係づくりが
非常に大事であり、個性を把握しつつ輪が広がるよ
う後押しを行っている。
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次のステップに向けて
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

地域の方と交流を持ち、主に民生委員の方から、地
域のイベント情報などを頂いています。その中で、
利用者様が楽しめる地域参加ができるイベントに積
極的に参加していきたいです。

入居から退去まで同じかかりつけ医にすることによ
り、夜間帯などの救急搬送時に的確な助言・指導を
してもらえている。月二回の訪問診療の他、不安な
ことがあったら相談にのったり、往診に来てもらっ
たりしている。

入居時にかかりつけ医の有無を確認していますが、
現在は全員が協力医の月2回の往診の他、不安な事が
あったら電話で相談したり、夜間帯の救急搬送時に
助言・指導をしてもらっています。定期的に精神科
に通院される方もいます。歯科は近場の歯科医と契
約し、月2回口腔ケアに来ていだいていますが、治療
が必要な場合は、その都度職員対応で通院していま
す。

今後の継続

支援経過記録へ日々の状態、状況、変化、支援した
内容、結果などを詳しく記入し職員間で情報共有し
ています。カンファレンスなどの場面で、状況など
に変化があった場合は見直し、次のスッテップへ繋
げています。

サービスとは介護保険上のサービスを指すのであれ
ばしていない。
ニーズに対しては反映している。

職員会議・カンファレンス・モニタリングを通し
て、日頃の様子や夜勤帯の様子等について話し合
い、介護方法を検討するなどを経て、その内容も介
護計画に反映させている。

職員会議の中でカンファレンスとモニタリングを行
い、利用者の日頃の様子や夜勤帯の様子について話
し合いを行い情報を共有しています。計画作成担当
者が経過記録やスタッフノート等も参考にしながら
原案を作成し、カンファレンスで現状における課題
や介護方法を検討しながら現状に即した介護計画を
作成しています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

避難訓練を実施し、基本的な流れは把握している。
しかしながら、災害は突発的で、職員の性格や災害
の種類・範囲等、予測することはできないので、基
礎を反復することに努めている。

防災設備業者にも立会いをお願いして、水消火器を
使った消火器取扱い訓練導入しながら年2回避難訓練
を実施しています。基本的な流れは把握しています
が、災害は突発的で、災害の種類や範囲を予測する
ことは出来ないので基礎的な反復に努めています。
自治会の訓練にも利用者数名と参加し、避難場所の
確認も行っています。備蓄は水、米、レトルト食品
を3日分と防災頭巾やヘルメット等を準備していま
す。

今後の継続

重度化の指針等については、入居時にご家族へ説明
を行い、病状等の変化があった際には改めてご家族
から意向を聞き取り、支援に反映させている。

入居時に「重度化した場合における指針」を家族及
び後見人の方に説明しています。建物の構造上居室
が2階にあることから、重度化してきた場合は医師、
家族、管理者の3者による話し合いの場を設け、特養
等への選択肢を示しながら方向性を決めています。

今後の継続

医療連携しているので緊急時はかかりつけ医に相談
し、その通り対応している。
応急手当についても病状等、医者以外には判断でき
ないことが殆どなので、医者の指示を仰いでいる。

訪問看護前日に、申し送りのＦＡＸをしています。
その中で、前回と変わったこと、気づいたこと、ご
本人のご様子などを申し送りし利用者様の体調管理
を行っています。

ご入院された場合、間隔を開けずに面会へ伺い、利
用者様とコミニュケーションをとりその都度必要に
応じて医師や看護師へ利用者様の状態を伺い早期退
院ができるように相談し支援しています。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

入居者様と職員との間で、個々に合わせながら、手
伝える範囲で協同におこなったりしている。

食材はレシピ付きで業者に委託し、職員が調理して
います。年1回は外食の日を設けて好きな物を選んで
食べていただいたり、行事の時には発注を止めて利
用者の希望を取り入れた食事を提供しています。食
後の下膳やテーブル拭き、食器洗いや食器拭き等は
利用者同士で役割分担して行っています。

今後の継続

利用者様の行動パターンを把握し、大まかな１日の
予定を利用者様と共に考え利用者様のご希望に添え
るように対応しています。

利用者様と積極的に外出（買い物）し利用者様の趣
味趣向の把握に努めています。ご希望があれば、美
容室・理容室への付き添いも行っています。

利用者にとっては命令口調な人、おだやかなしゃべ
りかたの人様々であるため、通常はなるべく当たり
障りの無いよう心がけ接しているが、1対1になった
際は、その人に合わせるように接する。

自立している方が多いということもあり、申し送り
等は利用者に聞かれないように声の大きさ等を配慮
して行っています。利用者1人ひとりの人間性や性格
を理解したうえで声かけの仕方や対応の仕方を変え
ながら対応するように心がけています。年2回は接
遇・マナー研修も本部で実施し、職員に周知してい
ます。

今後の継続

利用者様の日々の状態を把握し、利用者様がご自分
で何でも決められるように、大まかな選択肢を用意
しています。ゆっくり時間を掛け、ご本人の希望を
聞くように心がけています。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

利用者様の排泄パターンを把握し、スムーズに排泄
していただけるように排便コントロールを行ってい
ます。食事・運動・水分・下剤などは、主治医と連
携をとりアドバイスなども頂いています。

入居者様のご都合や通院、定期診療といった調整の
中で、個々に入浴を楽しんでいただけるよう配慮を
しながら支援している

入浴は午前・午後問わず週2回入っていただくことを
基本として支援していますが、夏場は入浴の回数を
増やし、週3回入っていただくようにしています。入
浴日は通院や往診日を考慮しながら調整し、ゆっく
り入浴できるように支援しています。希望に応じて
入浴剤を使用したり、ゆず等の季節湯も取り入れて
います。

今後の継続

毎食後、職員が利用者様一人ひとりに声掛けを行
い、確実に口腔ケアができるように見守りをしてい
ます。磨き残しがある場合は、声掛けを行い、お手
伝いさせていただいています。職員へも、口腔ケア
の大切さを周知し、口腔内の清潔を保てるように努
めています。

個々の生活パターンを職員会議等で情報を蓄積し、
介護計画に反映するとともに、排泄についても、自
立に向けた支援を行っている

自立している方、介助が必要な方も含めて利用者全
員分の排泄チェックを付けて、個々の排泄パターン
やリズムを把握しています。スムーズに排泄が行え
るように主治医と連携をとりながら排便コントロー
ルを行ない、便秘気味の方にはアドバイスをいただ
いています。また、夜間帯も声かけや時間による誘
導を行っています。

今後の継続

外部の業者へ食事を発注している為、メニューやカ
ロリーなどは決まっています。簡単な調理のもある
ため、味付け等は薄味にしています。水分量は、
コップの内容量を把握し確実に、チェックが出来る
ようになっています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

利用者様の有する能力を見極め、できるだけご希望
に添えるように支援しています。金銭管理のできな
い利用者様には、定期的にお小遣い帳の確認を一緒
に行っています。

利用者様の趣味趣向の把握に努め、有する能力を存
分に発揮していただけるように支援しています。利
用者様の「やりたい・やってみたい・できる」と言
う気持ちを引き出せるように心がけています。

家族や地域の人々に協力してもらいながら、外出の
頻度は増えてきている。しかしながら、職員だけで
の支援は難しいことも多い。
職員だけでの外出支援が難しいときは、ボランティ
アさんにもお願いするなどして初詣、お花見などの
外出を支援している。

日常的な外出支援は、ガイドヘルパーを活用しなが
ら散歩や買い物、通院等の外出の機会を設けるよう
にしています。また、利用者の体調等を考慮しなが
ら社協主催のサロン等にも参加しています。遠出外
出では、介護タクシーを利用して紅葉ドライブ、初
詣、緑化センターに花の苗を買いに行くこともあり
ます。

今後の継続

利用者様の生活パターンを把握し、自由に休息を
取っていただけるような環境づくりに努めていま
す。居室やリビング等も室温、環境の整備を常に心
がけるよう職員へ指導しています。

利用者様の個々の薬票をすぐ確認できる場所へ保管
し、常に目が届く状態になっています。分かりづら
いものには、ラベル表記し、間違えのないように気
をつけています。勉強会を通し、薬の内容、副作用
についても勉強しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居者によっては、あらゆるものを持ち込んでいた
だき、住み慣れた空間を作れるように支援してい
る。しかしながら、制度が変わっていくに連れて、
グループホームの位置づけもかわり施設のような感
じが出てきてしまうことが有り、アットホームなと
ころが薄れる。

エアコン、照明、介護用ベットは備え付けとして完
備されていますが、それ以外の家具や調度品につい
ては、以前から使用していた物等を持ち込んでいた
だくように伝えています。箪笥、イス、テレビ、DVD
プレーヤー、コンポ、日本人形、写真等、人によっ
て様々な物が持ち込まれ、その方が落ち着いて過ご
すことの出来る居室作りが行われています。居室内
の掃除や衣替えを自分でやることも多くいます。

今後の継続

利用者様の有する能力を把握し、自立した生活が送
れるように支援しています。建物内は、完全バリア
フリーになっており、何処へでも出入りが自由に
なっています。危険な場所に関しては、必ず職員が
付き添い見守りを行っています。

共用部で季節感を出すには掲載物等でしか表しづら
い。その代わり外出や食事で季節感を提供するよう
にしている。

リビングは一般家庭と同じようにリビングのすぐ横
に台所があり、調理の音や香りが感じることが出来
ます。リビングの装飾を毎月変えることで季節感を
感じれるように配慮し、レクリエーションで制作し
た作品とうも飾っています。食前・食後にリビング
で過ごしている方もおり、トランプやかるた、しり
とり、カラオケ大会なども行い和気あいあいと過ご
しています。

今後の継続

個別に休んでいただけるように、ソファーなども配
置し、利用者様の相性等にも配慮しながら、席順も
決め利用者様同士で会話が盛り上がるように支援し
ています。

ご家族や、ご友人との関係を為にも、積極的にお手
紙や電話のやり取りを支援しています。お手紙の代
筆が必要な方には、気軽に声掛けしていただけるよ
うに、お話しています。
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事業所

グループホームたんぽぽ
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 13

外部を含め内部研修の
回数が少ない。

職員の外部研修の参加
の回数を増やし、最低
でも月に1回の内部研
修を行うようにした
い。

1年

2 49

どうしても、職員の配
置が少なくなり、ボラ
ンティアや近くのサロ
ンに行く機会が少なく
なっている。

出来る限り地域の取り
組み行事に利用者が参
加できるようにした
い。 1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

社協や医療会の研修、
市で取り組んでいる研
修など参加し情報を共
有。たんぽぽグループ
での共同研修も含め取
り組むようにする。

職員の人員も入ってくるよ
うになり、落ち着いてきた
ので、予定等を把握できる
ようホワイトボードに書
き、出来る限りその日時に
合わせ職員の人員を増やし
利用者が参加し楽しんでい
ただくよう取り組む。

平成30年2月27日
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